
通          知     

 

各   位 

 

高梁市総務部監理課長    

 

電子入札システムによる入札・開札について 

 

 電子入札システムにおいて開札執行する建設工事、測量･設計コンサルタント業務について、次のよう

に取り扱いますので、よろしくお願いします。 

 

記 

１． 入札通知 

  ・原則として毎月第１、第３火曜日（午前中）に、電子入札システムのメール送信で、指名通知を行い 

ます。 

 

２． 設計図書に関する質問及び回答 

・質疑がある場合は、指名通知書に記載している期日までに、監理課代表メールへ質問書（任意様 

式）の提出をお願いします。 

  ・質問回答は、電子入札システムの設計図書ダウンロード画面の「設計図書に対する回答書」のフ 

ァイル添付とします。入札金額積算又は登録前に必ず確認してください。 

 

３． 入札金額登録（応札） 

第 1回入札 

・通知の受領を確認したら、設計図書をダウンロードして積算し、電子入札システムに入札金額を入 

力(工事の場合は積算内訳書を添付。押印不要。)して登録してください。 

・内訳書の、工事価格(税抜き)と入札金額及び工事名が一致していないと失格となります。 

・登録後に入札金額の訂正、撤回はできません。 

・入札登録期間は、開札予定日の前日午前９時から開札予定時間の５分前までとします。 

・パソコンの不具合等により入札金額の登録及び内訳書の登録ができない場合は、監理課へご連絡 

ください。その際は、紙入札での対応としますので、入札書、内訳書を封筒に入れ、３桁の入力くじ 

番号をわかるようにして提出ください（紙提出の入札書・内訳書は代表者の自署又は押印が必要） 

・1回目の入札で予定価格の範囲内かつ最低制限価格以上の価格をもって有効な入札をした者のう 

ち、最低の価格で入札した者を落札者（又は落札候補者）とします。落札に至らない場合は、再入 

札（２回目）を行います。 

・1回目の入札で失格となった場合は、2回目の入札へ進むことができません。失格には、内訳書等 

書類の不備によるもの、又は最低制限価格を下回った場合等があります。 

・1回目の入札で、応札者がいないとき又は応札者が１者しかいないときは、入札は不調となり2回目 

の入札は行いません。 



第 2回(再入札) 

・再入札（２回目入札）の金額登録は、原則として１回目開札日の午後 3時 55 分までとします。 

・再入札の際は、建設工事の積算内訳書添付は不要です。 

  ・2回目の入札でも落札者が決定しない場合は、入札は不落となります。また 2回目の入札で、応札 

者が１者しかいない場合は、入札は不調となります。 

 

４． 入札辞退 

・電子入札システムで「辞退」を登録してください。（登録後の撤回はできません。） 

・入札登録の後、やむを得ないと認められる理由により「辞退」するときは、必ず開札時刻までに辞退 

届書を提出してください。（この場合、既に入札登録された入札書は無効となります。） 

  ・再入札（２回目入札）の辞退は、１回目同様に電子入札システムで「辞退」登録してください。 

 

５．開札執行 

・通常は入札通知から２週間後の木曜日に開札しますが、積算期間中に休日が多いとき等は   

３週間後の木曜日とすることがあります。   

・原則として、開札は午前９時から正午までの予定とし、再入札（２回目入札）の開札は同日午後４時 

以降に行います。 

 

６．開札への立会 

・電子入札の開札に立会いを希望する場合は、開札予定日の前日（予定日の前日が休日のときは、 

休日の前日）午後５時までに、開札立会申込書（任意様式）を監理課へ提出してください。 

  ・立会場所は、監理課の窓口とし、事務室（開札室）への立入りは認めません。 

 

７．入札結果通知、契約書送付等 

・落札決定、不調（最低制限価格［低入札調査の場合は失格基準価格］以上での入札がない場合又

は応札者が１者の場合）、不落（２回目の入札でも落札者が決定しない場合）、落札保留（低入札価

格調査の場合）の各結果通知は、電子入札システムで送信します。（書面通知はしません。） 

  ・低入札調査の場合、調査基準価格未満で失格基準価格以上のときは、落札候補者とし、工事内訳 

内容の調査を行いますので、積算に用いた工事内訳書の提出をお願いします。調査の結果、落札 

が決定されたときは決定書で通知します。 

  ・各者の入札金額等結果の内容は、電子入札システムで確認してください。結果公表は開札の翌日 

に電子入札システムで行います。 

  ・落札業者への契約書送付は、監理課からのメール送信とします。受信された業者において、ダウン 

ロード、印刷して、記名・押印、印紙貼付けを行い、監理課へ提出してください。 

 

８.入札棄権（無断欠席）の取扱い等 

・電子入札の応札を行わなかった場合は「棄権」としますが、指名停止等措置の対象とはしません。 

  ・入札登録後の辞退届等の理由が「金額誤り」又は「金額誤りによる契約辞退」などであるときは、公 

正な取引の秩序を乱したと認められるとして、指名停止等措置の対象となる可能性があります。 



 

９．最低制限価格の決定方法について 

   建設工事及び測量、建設コンサルタント業務等のうち、最低制限価格を設定する案件については、

入札参加者が応札時に入力した任意の３桁の数字「くじ番号」を利用して「Ｘ」及び「Ｙ」の値を決定し

ます。 

   具体的には、次の手順によって「Ｘ」及び「Ｙ」の値を決定します。 

  〔参考〕 

  最低制限価格(税抜)=予定価格(税抜)×(最低制限価格基準率－(０．００２×Ｘ＋０．０００２Ｙ)) 

 ■決定の手順 

  ①各入札者は、電子入札システムで入札金額を登録する際、任意の３桁の数字「くじ番号」を画面内

の「くじ番号」欄に入力します。 

  ②電子入札システムが入札金額登録を受理した時刻のミリ秒を「到着ミリ秒」とし、３桁の数字としてシ

ステムが自動的に取得します。 

  ③「くじ番号」と「到着ミリ秒」の和の値を求め、算出された値を「決定くじ番号」とします。なお、和の値

が４桁になった場合は、下３桁の値を採用します。 

  ④有効な入札をした者の「決定くじ番号」の和を求めます。 

  ⑤④で求めた値の、十の位を「Ｘ」、一の位を「Ｙ」とします。 

   

 【例】有効な入札をした者が、Ａ～Ｃの３社であった場合 

業者 入  力 

くじ番号 

到  着 

くじ番号 

決  定 

くじ番号 

【Ｘ及びＹ】の求め方 

有効な入札をした者の「決定くじ番号の和は、 

４７８＋０３４＋６０２＝１１１４ 

 よって、「Ｘ」は十の位の値である「１」、「Ｙ」は一の

位の値である「４」となる。 

Ａ社 

Ｂ社 

Ｃ社 

３５３ 

０２１ 

６１３ 

１２５ 

０１３ 

９８９ 

４７８ 

０３４ 

６０２ 

 

■備考 

・「くじ番号は、０００～９９９までの千通りの中から任意に選択してください。 

・各入札参加者の「くじ番号」の情報は、開札執行時や入札情報公開システム（PPI）などで公表 

 します。 

 

10．同価入札時における順位の決定方法について 

  建設工事及び測量、建設コンサルタント業務等の入札において、同価の入札をした者が２者以 

上あるときは、入札参加者が応札時に入力した任意の３桁の数字「くじ番号」を利用した同価くじを 

行い、当該同価グループ内での順位を決定します。 

  よって、落札者（または落札候補者）を同価グループ内から選ぶ場合においては、当該同価グ 

ループ内で同価くじ順位が１位となった者が落札者（または落札候補者）になります。 

 具体的には、次の手順によって同価くじを行います。 

 



■順位の決定の手順 

 ①各入札者は、電子入札システムで入札金額を登録する際、任意の３桁の数字「くじ番号」を画面内の

「くじ番号」欄に入力します。 

 ②電子入札システムが入札金額登録を受理した時刻の「到着ミリ秒」とし、３桁の数字としてシステムが

自動的に取得します。 

 ③「くじ番号」と「到着ミリ秒」の和の値を求め、算出された値を「決定くじ番号」とします。なお、和の値が

４桁になった場合は、下３桁の値を採用します。 

 ④開札の結果、同価入札をしたものに対し、電子入札システムが入札金額登録を受理した日時の早い

者から順に、０から番号を割り当て（０，１，２…）、「同価到着整理番号」とします。 

   ※同価となったグループの入札者のうち、入札金額登録を受理した日時がミリ秒まで同時刻の者が

２者以上あるときは、当該同価グループ内での「同価到着整理番号」は、業者番号の小さい者か

ら順に付与するものとします。 

 ⑤同価の入札をした者の「決定くじ番号」の和を求めます。 

 ⑥⑤で求めた、「決定くじ番号」の和を、同価入札をした者の数で除し、余りの値を求めます。 

   （除した答（商）は、０を含む自然数（０，１，２…）とし、「決定くじ番号」の和が０の場合は、商及 

   び余りは０とします。たとえば、「決定くじ番号」の和が１７２１で、同価入札した者の数が５の場 

   合、１７２２÷５＝３４４余り２となります。商は３４４．４とはなりません。） 

 ⑦⑥で求めた余りの値と、④で割り当てた「同価到着整理番号」が一致した入札者が、当該同価 

   グループ内での第１順位者になります。 

 ⑧同価となったグループ内での次順位以降の順位決定については、第１順位者になった者を起 

   点として「同価到着整理番号」の昇順に順位を付与し、「同価到着整理番号」の一番大きい値 

   に達した後は、「同価到着整理番号」が０の者を起点として昇順に順位を付与します。 

 ⑨上記方法により、すべての同価グループ（失格となったものを除く。）について順位を決定します。 

  【例】Ａ～Ｅの５社が、同価入札の場合 

業者 入  力 

くじ番号 

到  着 

くじ番号 

決  定 

くじ番号 

電子入札システムが入札 

金額登録を受理して日時 

同価到着 

整理番号 

同  価 

くじ番号 

順 位 

 

Ａ社 ３５３ １２５ ４７８ 平成 27年 10月 22日 

午前 9時 15分 31秒 125 

０ ４ 第４順位 

Ｂ社 ０２１ ０１３ ０３４  平成 27年 10月 22日 

午前 11時 37分 13秒 013 

１ ５ 第５順位 

Ｃ社 ６１３ ９８９ ６０２ 平成 27年 10月 22日 

午後 0時 23分 05秒 989 

２ １ 第１順位 

Ｄ社 ８７５ ３４２ ２１７ 平成 27年 10月 22日 

午後 3時 03分 58秒 342 

３ ２ 第２順位 

Ｅ社 ３７９ ０１２ ３９１ 平成 27年 10月 23日 

午前 8時 28分 41秒 012 

４ 

 

３ 第３順位 

【順位の決定方法】 

  同価入札をした者の「決定くじ番号」の和は、４７８+０３４＋６０２＋２１７＋３９１＝１７２２ 

  １７２２÷５（同価入札した者の数）＝３４４ 余り２ 



■備考 

・「くじ番号」は０００～９９９までの千通りの中から任意に選択してください。 

・各入札参加者の「くじ番号」の情報は、開札執行時に公表します。 

・共同企業体（ＪＶ）による入札時には、第１構成員の業者番号を適用します。 


